
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 111 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 English CommunicationⅠ ３ 
第１学年 

(芸能文化科) 

新興出版社啓林館 

「LANDMARK Fit  

English CommunicationⅠ」 

「LANDMARK Fit  

English CommunicationⅠ 

サブノート」  

「LANDMARK Fit  

English CommunicationⅠ 

  WORKBOOK」 

エミル出版「Focus on Listening ベーシック」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・英語コミュニケーションⅠの授業では、「話すこと」、「書くこと」を重視しながら、「聞くこと」、「読

むこと」を加えた４技能を総合的に高めていくことを目指しています。そのため、基本的な文法事項を理解

した上で、問題演習を繰り返し行い、理解を深めていきます。また、聞いたり読んだりしたことを基に情報

や考え等について話したり書いたりする言語活動を多く行います。授業では積極的に活動に参加しましょ

う。 

・英語の文法や語彙については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識し

て学習することが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・教科書や副教材の音声を用いた音読や暗唱を多く取り入れます。英語の正確な発音やイントネーションに

留意し、適切な速度ではっきりと話すことで、聞いている人にきちんと伝わるような音読や暗唱を心がけま

しょう。 

 

２ 学習の到達目標（「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標） 

【第１学年】 

領
域 

聞くこと 読むこと 
話すこと 

（やり取り） 
話すこと 
（発表） 

書くこと 

学
習
到
達
目
標 

・趣味やクラブ活動な
どの身近なトピック
についてゆっくりは
っきりと話されれば
具体的な情報を聞き
取ることができる。 

・ダンスや物の制作
など一連の行動の
手順について、ゆ
っくりはっきりと
指示されればその
とおり行うことが
できる。 

・有名人物の伝記や歴
史上の出来事につい
ての英文を読み、適
宜辞書も利用しなが
ら事実関係を把握す
ることができる。 

・簡単な英語で表現
されていれば、ガ
イドブックなどを
読んで必要な情報
を見つけ出すこと
ができる。 

・相手の話す内容を理
解できていない場合
に、必要に応じて、
聞き返したり意味を
確認したりすること
ができる。 

・天候、時間、物の値
段など、日常的に必
要な事柄について、
決まった表現や形
式を用いて尋ねた
り、答えたりするこ
とができる。 

・簡単な語句や文を用
いて、自分のことを
紹介できる。 

・前もって準備した
上で、日常的な事
柄について基本的
な語や表現を使っ
て、複数の文で描
写することができ
る。 

・自分のことや学校、
地域のことなどの簡
単な紹介文を書くこ
とができる。 

・簡単な語や基礎的
な表現を使いなが
ら 、 and 、 but 、
because などで文
と文をつないで、
日記や説明文など
まとまりのある文
章を書くことがで
きる。 
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３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観
点 

a 知識・技能 b 思考・判断・表現 c 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

英語やその運用についての知
識を身に付けているとともに、
その背景にある文化などを理
解しているかどうかを的確に
評価できる方法で実施 

コミュニケーションを行う目的、場面、状
況に応じて必要な情報を読み取り、聞き
取り、基本的な語句や文を用いて、情報や
考え、気持ちなどを論理性に注意して話
したり活用したりできる状況を、CAN-DO
リストによる到達目標を的確に評価でき
る方法で実施 

コミュニケーションに関心をも
ち、積極的に言語活動を行い、コ
ミュニケーションを図ろうとして
いるかを的確に評価できる方法で
実施 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまり（領域）ごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学期 
課 

“題材名” 
領域 評価規準 評価方法 

前期 

L1 “Enjoy Your 

Journey!” 

 

L2 “Curry Travels 

around the World” 

聞くこと 

a: 不定詞の用法・現在完了形の構造を理解している。 

b: 話された英文を聞いて，その概要や要点を捉えている。 

c: 話された英文を聞いて，その概要や要点を捉えようとし

ている。 

授業中の 

リスニングテスト 

読むこと 

a: 現在完了形の構造の理解をもとに，食文化・技術改革に

ついて書かれた英文を読んで，概要や要点を捉える技能

を身に付けている。 

b: 書かれた英文の概要や要点を捉えている。 

c: 書かれた英文の概要や要点を捉えようとしている。 

定期考査 

 

授業中の 

リーディングテスト 

話すこと 

（やりとり） 

（発表） 

a: 不定詞の用法の理解をもとに，新生活に向けた目標につ

いて，理由などとともに話す技能を身に付けている。 

b: 話す内容や話し方を工夫しながら理由などととともに

話している。 

c: 考えたことや気持ちなどについて、英文を引用して伝え

合おうとしている。 

授業中の 

スピーキングテスト 

書くこと 

a:不定詞の用法の理解をもとに，新生活に向けた目標につ

いて、書いて伝える技能を身に付けている。 

b: 既習の語句や表現などを用いて，情報や考えを整理し

て，書いて伝えている。 

c: ，既習の語句や表現などを用いて，情報や考えを整理し

て，書いて伝えようとしている。 

定期考査 

 

提出課題 

中間考査 

L3 “School Uniforms” 

聞くこと 

a: 比較表現の構造を理解している。 

b: 話された英文を聞いて,その概要や要点を捉えている。 

c: 話された英文を聞いて,その概要や要点を捉えようとし

ている。 

授業中の 

リスニングテスト 

読むこと 

a: 比較表現の構造の理解をもとに,世界の制服事情につい

て書かれた英文を読んで,概要や要点を捉える技能を身

に付けている。 

b: 書かれた英文の概要や要点を捉えている。 

c: 書かれた英文の概要や要点を捉えようとしている。 

定期考査 

 

授業中の 

リーディングテスト 

話すこと 

（やりとり） 

（発表） 

a: 比較表現の構造の理解をもとに，各国の文化の比較につ

いて、具体例などとともに話す技能を身に付けている。 

b: 話す内容や話し方を工夫しながら具体例などとととも

に話している。 

c: 考えたことや気持ちなどについて、英文を引用して伝え

合おうとしている。 

授業中の 

スピーキングテスト 

書くこと 

a:比較表現の構造の理解をもとに，各国の文化の比較につ

いて、書いて伝える技能を身に付けている。 

b: 既習の語句や表現などを用いて，情報や考えを整理し

て，書いて伝えている。 

定期考査 

 

提出課題 
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c: ，既習の語句や表現などを用いて，情報や考えを整理し

て，書いて伝えようとしている。 

７月考査 

 

L4 “Eco-Tour on 

Yakushima” 

 

L5 “Baily the Facility 

Dog” 

聞くこと 

a: 関係詞・知覚動詞などの用法を理解している。 

b: 話された英文を聞いて，その概要や要点を捉えている。 

c: 話された英文を聞いて，その概要や要点を捉えようとし

ている。 

授業中の 

リスニングテスト 

読むこと 

a: 関係詞・知覚動詞などの用法の理解をもとに，環境問題

や動物医療について書かれた英文を読んで，概要や要点

を捉える技能を身に付けている。 

b: 書かれた英文の概要や要点を捉えている。 

c: 書かれた英文の概要や要点を捉えようとしている。 

定期考査 

 

授業中の 

リーディングテスト 

話すこと 

（やりとり） 

（発表） 

a: 関係詞・知覚動詞などの用法の理解をもとに，自身のエ

コ活動体験について，具体例などとともに話す技能を身

に付けている。 

b: 話す内容や話し方を工夫しながら具体例などとととも

に話している。 

c: 考えたことや気持ちなどについて、英文を引用して伝え

合おうとしている。 

授業中の 

スピーキングテスト 

書くこと 

a: 関係詞・知覚動詞などの用法の理解をもとに，環境問題

について、書いて伝える技能を身に付けている。 

b: 既習の語句や表現などを用いて，情報や考えを整理し

て，書いて伝えている。 

c: ，既習の語句や表現などを用いて，情報や考えを整理し

て，書いて伝えようとしている。 

定期考査 

 

提出課題 

期末考査 

後期 

L6 “Communication 

without Words” 

 

L7 “Dear World: 

Bana’s War” 

聞くこと 

a: 間接疑問文・分詞構文の構造を理解している。 

b: 話された英文を聞いて，その概要や要点を捉えている。 

c: 話された英文を聞いて，その概要や要点を捉えようとし

ている。 

授業中の 

リスニングテスト 

読むこと 

a: 間接疑問文・分詞構文の構造の理解をもとに，ノンバー

バルコミュニケーション・ＳＮＳについて書かれた英文

を読んで，概要や要点を捉える技能を身に付けている。 

b: 書かれた英文の概要や要点を捉えている。 

c: 書かれた英文の概要や要点を捉えようとしている。 

定期考査 

 

授業中の 

リーディングテスト 

話すこと 

（やりとり） 

（発表） 

a: 間接疑問文・分詞構文の構造の理解をもとに，ノンバー

バルコミュニケーションについて，具体例などとともに

話す技能を身に付けている。 

b: 話す内容や話し方を工夫しながら具体例などとととも

に話している。 

c: 考えたことや気持ちなどについて、英文を引用して伝え

合おうとしている。 

授業中の 

スピーキングテスト 

書くこと 

a: 間接疑問文・分詞構文の構造の理解をもとに，ＳＮＳで

発信する英文を書いて伝える技能を身に付けている。 

b: 既習の語句や表現などを用いて，情報や考えを整理し

て，書いて伝えている。 

c: ，既習の語句や表現などを用いて，情報や考えを整理し

て，書いて伝えようとしている。 

定期考査 

 

提出課題 

中間考査 

L8 “The Best 

Education to 

Everyone, 

Everywhere” 

聞くこと 

a: 仮定法・過去完了形の構造を理解している。 

b: 話された英文を聞いて，その概要や要点を捉えている。 

c: 話された英文を聞いて，その概要や要点を捉えようとし

ている。 

授業中の 

リスニングテスト 

読むこと 

a: 仮定法・過去完了形の構造の理解をもとに，社会起業家

の思いと挑戦について書かれた英文を読んで，概要や要

点を捉える技能を身に付けている。 

b: 書かれた英文の概要や要点を捉えている。 

c: 書かれた英文の概要や要点を捉えようとしている。 

定期考査 

 

授業中の 

リーディングテスト 

話すこと 

（やりとり） 

（発表） 

a: 仮定法・過去完了形の構造の理解をもとに，将来の夢に

ついて，理由などとともに話す技能を身に付けている。 

b: 話す内容や話し方を工夫しながら理由などととともに

話している。 

授業中の 

スピーキングテスト 
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c: 考えたことや気持ちなどについて、英文を引用して伝え

合おうとしている。 

書くこと 

a: 仮定法・過去完了形の構造の理解をもとに，将来の夢に

ついて、書いて伝える技能を身に付けている。 

b: 既習の語句や表現などを用いて，情報や考えを整理し

て，書いて伝えている。 

c: ，既習の語句や表現などを用いて，情報や考えを整理し

て，書いて伝えようとしている。 

定期考査 

 

提出課題 

学年末考査 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


